
 

   

 
 

 

 

 

 

 

 本年度の全国学力・学習状況調査は４月１９日（火）に，全国の小学校第６学年及び中学校第３学年

の全児童生徒を対象に実施されました。本校でも，６年生３６名が参加しました。 

 調査内容は，大きく①教科に関する問題（国語・算数・理科）と，②生活習慣や学習環境等に関する

質問紙調査に分かれています。 

 この調査は，本校の児童の学力や学習状況を把握・分析し，各教科における課題や生活状況の実態を

明らかにすることにより，今後の指導内容・指導方法の改善や生活指導などに役立てることを目的とし

ます。 

 先日，文部科学省から本校の結果が送られてきました。その結果を受けて調査結果の分析を行ってま

いりました。この度分析結果がまとまりましたので，その概要を保護者の皆様にお知らせするとともに，

本校のホームページにも掲載していきたいと思います。 

 なお，調査に参加しました６年生一人一人には，個人票をもとに，具体的に課題等について説明して

いく予定です。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

１ 本校の状況（全国との比較） 

 国語，算数，理科の３科目とも数値としては，本校の６年生の学力・学習状況は全国平均とほぼ同等

であると分析されます。この調査の結果につきましては，山梨県教育委員会の分析にもあるように，全

国平均正答率のプラスマイナス５ポイントの範囲にあるものは，ほぼ同等であると考えています。 

 

２ 教科ごとの状況 

各教科，設問ごとに，全国平均と同等，または上回っているものには〇，大きく上回っているものに

は◎，下回っているものには◇を記し，「・」には具体的な状況を述べました。 

 

国 語 

 

□１ 互いの立場を尊重しながら意図を明確にして話し合い，自分の考えを広げたりまとめたりするこ

とができるかどうかをみる問題 

 

設問一 ◇話し言葉と書き言葉との違いを理解しているかどうかは，全国平均を下回っている。 

    ・「機械」と「機会」が同じ音で異なる意味を持つ言葉であることは理解しているが，その言葉

の意味を説明することで誤解を招かないようにしていることを捉えることができなかった児

童が若干見られた。 

設問二 〇言葉には，相手とのつながりをつくる働きがあることを捉える力は全国平均とほぼ同等であ

る。 

設問三 〇必要なことを質問し，話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を捉える力が全国

家庭数配付 
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   本校の学力・学習状況をお知らせします 



平均を上回っている。 

設問四 ◇互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い，自分の考えをまとめることができる

かどうかは，全国平均を下回っており重点的に指導すべきと考えられる問題である。 

    ・「ごみ拾い」か「花植え」のどちからを選び，「話し合いの様子の一部」から言葉や文を取り

上げて書いているが，選んだアイデアの問題点に対する解決方法を書いていない児童がやや

見られた。無解答の児童はほぼいなかった。 

 

□２ 物語を読み，登場人物の気持ちや相互関係に着目して，物語の全体像を想像したり表現の効果を

考えたりすることができるかどうかをみる問題 

  

設問一（１）  

◇登場人物の行動や気持ちなどについて，叙述を基に捉えることができるかどうかは，全国平

均を下回っている。 

    ・「ぼく」の「本物の宇宙船を作ることへのあこがれ」と「模型の宇宙船を見た感動」のどちら

か一方しか捉えることができなかった児童が若干見られた。 

設問一（２） 

〇登場人物の相互関係について，描写を基に捉えることができるかどうかは，全国平均とほぼ

同等である。 

設問二 ◇人物像や物語の全体像を具体的に想像することができるかどうかは，全国平均をやや下回っ

ている。 

・「この物語から伝わってくることを考えて書くこと」と「十字以上，三十字以内にまとめて書

く」という２つの条件を満たせなかった児童が若干見られた。特に「この物語から伝わって

くることを考えて書くこと」ができなかった児童が見られた。無解答も若干見られた。 

設問三 〇表現の効果を考えることができるかどうかは，全国平均を上回っている。 

 

□三 文章全体の構成に着目して文章を整えたり，文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章の

よいところを見付けたりすることができるかどうかをみる問題 

  

設問一 ◇文章全体の構成や書き表し方などに着目して，文や文章を整えることができるかどうかは，

全国平均をやや下回っている。 

     ・文章全体の構成に着目して文章を整えていることを捉えることはできているが，考えの理

由を最初には書いていないことを捉えることができていない児童がやや見られた。 

 設問二 ◇文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章のよいところを見付けることができるか

どうかは，全国平均とほぼ同等だが，重点的に指導すべきと考えられる問題である。 

     ・最初に書いた「六年生としてがんばりたいこと」を書き直した文章から言葉や文を取り上

げているが，自分の文章のよさについて書いていない児童がやや見られた。無解答も若干

見られた。  

 設問三 学年別配当表に記されている漢字を読んだり書いたりする問題は， 

◎「録画」「反省」という熟語は，正答率が全国平均と同等，もしくは大きく上回っている。 

◇「親しむ」のように送り仮名が付く漢字を書く力は全国平均を下回っている。「久しむ」「新

しむ」「下しむ」と解答している児童が見られた。 

 

算 数 

 

□１ 日常の問題を解決するために，目的に応じて，数量の関係に着目し，数の処理の仕方を考え
ることができるかどうかをみる問題。 

 

設問１ ◇被乗数に空位のある整数の乗法の計算をすることができるかどうかは，全国平均を下回
っている。 

・1050×4 の計算で，答えが 4200 になるところを，4600，2200，8200，4260 と答えた児
童がいた。 



設問２ ◇二つの数の最小公倍数を求めることができるかどうかは，全国平均をやや下回っている。 

・14 と 21 の公倍数を見出すことはできているが，その中から最小の数を選ぶことができ 

なかった児童が若干見られた。また，14 と 7 の最大公約数を回答している児童が若干見
られた。 

設問３ ◇示された場面を解釈し，除法で求めることができる理由を言葉と数を用いて記述できる
かどうかは，全国平均を下回っている。 

       ・１列に７個ずつ３列並んでいるカップケーキの値段が 1470 円であるとき，カップケーキ
7 個分の値段が 1470÷3 で求められるわけを，「カップケーキが 3 列あることを表す言
葉と数」と「1470 円を 3 等分することを表す言葉と数」の両方を使って説明できなか
った児童が若干見られた。無解答率が全国平均を上回っていた。 

設問４ ◇示された場面において，目的に合った数の処理の仕方を考察できるかどうかは，全国平
均を下回っている。本校で，重点的に指導すべきと考えられる問題である。 

・85×21 の答えが 1470 より必ず大きくなることが，85 と 21 をどのように概数にすれば
よいか考察できなかった児童がやや見られた。 

 

□２ 問題場面の数量の関係に着目し，基準量・比較量，割合の関係や，伴って変わる二つの数量

の関係について考察することができるかどうかをみる問題 

 

設問１ 〇百分率で表された割合を分数で表すことができるかどうかは，全国平均とほぼ同等であ
る。 

・0.25 と小数で答えたり，そのまま百分率で 25%と答えたりした子が若干見られた。 

設問２ ◇百分率で表された割合と基準量から，比較量を求めることができるかどうかは，全国平

均をやや下回っている。 

・基準量，比較量，割合の関係を捉えることができていない児童がやや見られた。 

設問３ ◎示された場面で，数量が変わっても割合は変わらないことを理解しているかどうかは，
全国平均を大きく上回っているが，重点的に指導すべきと考えられる問題である。 

・果汁が 20%含まれている飲み物を二人で等しく分けたとき，飲み物の量は1/2になるが，
同様に果汁の割合も 1/2 になると誤って捉えていた児童がやや見られた。逆に，果汁の
割合は２倍になると誤って捉えていた児童が若干見られた。 

設問４ 〇伴って変わる二つの数量が比例の関係にあることを用いて，道の数量の求め方と答えを
式や言葉を用いて記述できるかどうかは，全国平均と同等であるが，無解答率が全国平
均を上回っていた。重点的に指導すべきと考えられる問題である。 

・「180ml が 30ml の 6 倍であることを求める式や言葉」と「果汁の量が 6 倍になると飲 
み物の量も 6 倍になることを用いて，果汁の量が 180ml のときの飲み物の量を求める式

や言葉」の両方，もしくは片方が記述できなかった児童がみられた。答えの 600ml を導
き出せているが，記述できなかった児童も見られた。 

 

□３ 日常生活の問題を解決するために，目的に応じて，表やグラフを読み取り，データの特徴や
傾向を捉え考察できるかどうかを見る問題 

 

設問１ ◇表の意味を理解し，全体と部分の関係に着目して，ある項目に当たる数を求めることが
できるかどうかは，全国平均を下回っている。 

・正解である 48-(17+13+12)または 48-17-13-12 以外の式を書いた児童が見られた。ある
いは，式は書けていたが，答えを間違えた児童がみられた。本校で，重点的に指導すべ
きと考えられる問題である。 

設問２ ◇分類整理されたデータを基に，目的応じてデータの特徴を捉える考察できるかどうかは，
全国平均をやや下回っている。 

・アンケート調査の結果を整理したデータから，全員の希望が一つは通るように二つの遊
びを選ぶことができなかった児童がやや見られた。 

設問３ 〇目的に応じて円グラフを選択し，必要な情報を読み取ることができるかどうかは，全国
平均とほぼ同等である。 

設問４ 〇加法と乗法の混合したポイント数の求め方を解釈し，ほかの場合のポイント数の求め方



と答えを式や言葉を用いて記述できるかどうかは，全国平均をやや上回っている。ただ
し，無解答率が全国平均を上回っていた。 

・かくれんぼを希望している１年生のポイント数を求める式や言葉，かくれんぼを希望し
ている６年生のポイント数を求める式や言葉，それらの合計を求める式や言葉のすべて

は書けていたが，答えを間違えた子が若干見られた。10×14＋5×8 という式を立てられ
たが，14＋5 を先に計算した子もいた。 

 

□４ 図形を構成する要素に着目して，図形の意味や性質について理解したり，図形の意味や性質
を基に図形の構成の仕方について考察したりすることができるかどうかをみる問題 

 

設問１ 〇正三角形の意味や性質を基に，回転の大きさとしての角の大きさに着目し，正三角形の
構成の仕方について考察し，言葉と数を用いて記述できるかどうかは，全国平均と同等
である。 

・１辺 5 ㎝の正三角形を書くプログラムで，回転する角の大きさについての正しい命令が
記述できなかった児童がやや見られた。 

設問２ 〇図形を構成する要素に着目して，長方形の意味や性質，構成の仕方について理解してい
るかどうかは，全国平均と同等である。 

・長方形の二組の辺の長さがそれぞれ等しいことや，示された手順で作図できることを理
解していない児童が若干見られた。 

設問３ ◇図形を構成する要素に着目して，ひし形の意味や性質，構成について理解しているかど
うかは，全国平均をやや下回っていた。 

・ひし形の意味や性質について，四つの辺の長さが等しいこと，二組の向かい合う角の大

きさがそれぞれ等しいことの両方，もしくは片方を理解できていない児童がやや見られ
た。 

設問４ 〇示された作図の手順を基に，図形を構成する要素に着目し，平行四辺形であることを判
断できるかどうかは，全国平均をやや上回っている。 

・平行四辺形は，二組の向かい合う辺の長さがそれぞれ等しいこと，二組の向かい合う角
の大きさがそれぞれ等しいことの両方，もしくは片方を理解できていない子がやや見ら
れた。 

 

理 科 

 

□１ 身の回りの生物について，探したり育てたりする中で，それらの様子や周辺の環境，成長の
過程や体のつくりに着目して，それらを比較しながら調べる活動を通して，「生物は，色，形，大
きさなど，姿に違いがあること，また，周辺の環境と関わって生きていること」，「昆虫の育ち方
には一定の順序があること。また，成虫の体は頭，胸及び腹からできていること」を理解すると
ともに，観察，実験などに関する技能を身に付けているかどうかを見る問題 

 

設問１ 〇問題を解決するために必要な観察の視点を基に，問題を解決するまでの道筋を構想し，
自分の考えをもつことができるかどうかは，全国平均をやや上回っていた。 

設問２ ◇自分で行った観察で収集した情報と追加された情報を基に，問題に対するまとめを検討 

して，改善し，自分の考えをもち，その内容を記述できるかどうかは，全国平均をやや
下回っていた。 

・対象がナナホシテントウであることと育ち方の順に蛹を示す記述があったが，育ち方の
順の一部分のみや，誤った育ち方の順を記述している児童や対象がナナホシテントウで
あることと育ち方の順に蛹を示す記述がなく，育ち方の順の一部分のみや，誤った育ち
方の順を記述している児童がやや見られた。 

設問３ 〇昆虫の体のつくりを理解しているかどうかは，全国平均とほぼ同等である。 

設問４ ◇提示された情報を，複数の視点で分析して，解釈し，自分の考えをもつことができるか
どうかは，全国平均を大きく下回っている。 

・〈こん虫の育ち方と主な食べ物〉の表から，育ち方と主な食べ物の二つの視点を捉え，カ
ブトムシの〈資料〉を分析して，解釈し，表に位置付けることができなかった児童が見



られた。 

設問５ ◇観察などで得た結果を，他者の気付きの視点で分析して，解釈し，自分の考えをもつこ
とができるかどうかは，全国平均をやや下回っていた。 

・【気づいたこと】より，植物も動物も食べる成虫の存在が明らかになったことから，植物

も動物も食べる幼虫の存在について調べることを目的とした【問題】を選択できなかっ
た児童がやや見られた。 

 

□２ 物の溶け方について，溶ける量や様子に着目して，水の温度や量などの条件を制御しながら
調べる活動を通して，「物が水に溶ける量は水の温度や量，溶ける物によって違うこと」，また，
「この性質を利用して，溶けている物を取り出すことができること」を理解するとともに，観察，
実験などに関する技能を身に付けているかどうかを見る問題  

 

設問１ ◇メスシリンダーという器具を理解しているかどうかは，全国平均を下回っている。 

・試験管，ろうとなどと答えたり，無解答であったりした児童が見られた。 

設問２ ◇メスシリンダーの正しい扱い方を身に付けているかどうかは，全国平均をやや下回って
いる。 

・一定量の水の体積をはかり取るために，メスシリンダーに水を少なめに入れてから，目盛り

を正しく読み，必要な水の体積をスポイトで足すといった，正しい扱い方を身に付けていな

い児童がやや見られた。 

設問３ ◇自分で発想した予想と，実験の結果を基に，問題に対するまとめを検討して，改善し，自分

の考えをもつことができるかどうかは，全国平均を若干下回っている。 

・【問題】に対するまとめを検討して，改善し，その考えをより科学的なものに変容させるなど，

自分の考えをもつことに課題があると考えられる児童がやや見られた。 

設問４ ◇自然の事物・現象から得た情報を，他者の気付きの視点で分析して，解釈し，自分の考えを

もち，その内容を記述できるかどうかは，全国平均とほぼ同等であるが，本校で重点的に指

導すべき内容である。 

 

□３「日光は直進し，集めたり反射させたりできること」，「物に日光を当てると，物の明るさや暖かさ

が変わること」を理解するとともに，観察，実験などに関する技能が身に付いているかどうかを見る問

題 

 

設問１ 〇日光は直進することを理解しているかどうかは，全国平均とほぼ同等であるが，本校で重点

的に指導すべき内容である。 

設問２ 〇問題に対するまとめを導きだすことができるように，実験の過程や得られた結果を適切 

に記録しているかどうかは，全国平均をやや上回っている。 

設問３ ◇自分で発想した実験の方法と，追加された情報を基に，実験の方法を検討して，改善し， 

自分の考えをもつことできるかどうかは，全国平均をやや下回っている。 

・太陽の位置が変化し，鏡で反射した日光の位置が変わることから，鏡の向きか，缶の位置を

変えることについて解答することができなかった児童がやや見られた。 

設問４ 〇実験で得た結果を，問題の視点で分析して，解釈し，自分の考えをもち，その内容を記 

述できるかどうかは，全国平均を上回っているが，本校で重点的に指導すべき内容である。 

・「黒は光を吸収し，熱をもつから。」のように，【結果】を用いず，原因を示す内容のみを記述

している児童がやや見られた。無解答の児童も若干見られた。また，「黒色のかんの水の温度

は，ほかの色のかんの水の温度より高いから」のように，実験で得た【結果】を【問題】の

視点で分析できなかった児童がやや見られた。 

 

 



□４ 天気や自然界の水の様子について，気温や水の行方に着目して，それらと天気の様子や水の状態

変化とを関係付けて調べる活動を通して，天気によって１日の気温の変化の仕方に違いがあることを理

解するとともに，観察，実験などに関する技能を身に付けているかどうかを見る問題 

 

設問１ 〇観察で得た結果を，問題の視点で分析して，解釈し，自分の考えをもつことができるかどう

かは，全国平均をやや上回っていた。 

設問２ 〇予想が確かめられた場合に得られる結果を見通して，問題を解決するまでの道筋を構想し，

自分の考えをもつことができるかどうかは，全国平均とほぼ同等である。 

設問３ 〇観察などで得た結果を，結果からいえることの視点で分析して，解釈し，自分の考えを 

もつことができるかどうかは，全国平均とほぼ同等である。 

設問４ ◇水は水蒸気になって空気中に含まれていることを理解しているかどうかは，全国平均を大き

く下回っている。 

・水蒸気が正解であるが，気温，温度，体積，空気などと答えた児童が見られた。 

 

３ 教科における主な改善点 

 

国 語 

 

□１ ・話し合いでは，異なる立場からの考えを聞き，様々な視点から検討した上で，自分の考えを広

げたりまとめたりすることが大切である。その際，互いの立場や考えを尊重しながらも，自分の

考えを伝えたり必要なことを質問したりする力も求められる。また，話し合いを通して，言葉に

は相手とのつながりをつくる働きがあることや，話し言葉では誤解されやすい同音異義語を避け

るとよいことに気付くことができるように指導する。 

□２ ・物語などを読む際に，「構造と内容の把握」，「精査・解釈」に関する指導事項の系統を踏まえて

指導する。「構造と内容の把握」については，第１学年及び第２学年では，場面の様子や登場人物

の行動などを，第３学年及び第４学年では，登場人物の行動や気持ちなどを，第５学年及び第６

学年では，登場人物の相互関係や心情などを捉えることが大切である。「精査・解釈」については，

第１学年及び第２学年では，登場人物の行動を，第３学年及び第４学年では，登場人物の気持ち

の変化や性格，情景を具体的に想像したり，第５学年及び第６学年では，人物像や物語などの全

体像を具体的に想像したり，表現の効果を考えたりすることが大切である。 

□３ ・読み手に自分の考えを明確に伝えるためには，自分で書いた文章を読み返し，文や文章を整え

ることが必要である。その際，第５学年及び第６学年においては，内容や表現に一貫性があるか，

目的に照らして適切な構成や記述になっているか，事実と感想，意見とが区別して書かれている

か，引用の仕方，図表やグラフの用い方は適切かといったことなどを観点として，文や文章を整

えることができるように指導する。 

また，推敲で取り上げた観点を含め，様々な観点で互いの書いた文章を読み合い，感想や意見を

伝え合うことによって，他者の文章のよいところを見付けるだけでなく，自分の文章のよいとこ

ろを見付けることができるように指導する。 

 

算 数 

 

□１ ・日常生活の問題を解決するために，算数で学習したことを基に，目的に応じて，数量の関係に

着目し，数の処理の仕方を考えることが重要である。そのために，例えば，目的に応じて，問題

場面の数量の関係に着目し，除法が用いられる場面であると解釈して，除法を用いたり，切り捨

てや四捨五入などの数の処理の仕方を考えたりすることができるように指導する。また，数の処

理において，具体的な場面に対応させながら，乗法を用いたり，公倍数や公約数を用いたりする

ことができるように指導する。 

□２ ・割合を用いて問題を解決するためには，問題場面の数量の関係に着目し，基準量，比較量，割

合の関係や，伴って変わる二つの数量の関係について考察して，数学的に表現・処理することが

重要である。そのために，例えば，日常の具体的な場面に対応させながら割合について理解した



り，図や式などを用いて基準量と比較量の関係を表したりすることができるように指導する。ま

た，伴って変わる二つの数量の間に比例の関係があることを見いだし，その比例の関係を用いて，

未知の数量を求めることができるように指導する。 

□３ ・日常生活の事象について，目的に応じて，必要なデータを収集し，観点を決めて分類整理し，

データの特徴や傾向に着目して考察することが重要である。そのために，例えば，表の意味やグ

ラフの特徴を理解し，目的に応じて，表やグラフに表したり，表やグラフからデータの特徴や傾

向を読み取ったりすることができるように指導する。また，数量の関係を式に表したり，式を読

み取ったりすることができるように指導する。 

□４ ・図形の学習では，観察や構成などの活動を通して，図形の意味を理解したり，図形の性質を見

付けたり，図形の性質を確かめたりすることが重要である。また，図形の構成の仕方について考

察することも重要である。そのために，例えば，図形を構成する要素に着目して，図形の意味や

性質を基に，作図の仕方を多様に考えることができるように指導する。また，辺の数や辺の長さ，

角の大きさなどに着目して，図形の意味や性質を基に，作図の手順からどのような図形ができる

かについて判断したり，作図の仕方を筋道を立てて説明したりすることができるように指導する。 

 

理 科 
 

□１ ・問題を解決するまでの道筋を構想するには，問題を的確に把握し，問題に対して予想や仮説を 

もち，それらを基に，解決の方法を発想することが大切である。また，自分の予想や仮説にとど 

まらず，他者の予想や仮説についても把握し，条件を制御するなどの考え方を働かせながら解決 

の方法を発想することも大切である。そのため，児童が見いだした問題について予想や仮説をも 

った後に，意見交換の場を設定するなどして，自分の考えと他者の考えとを比較しながら互いの 

予想や仮説について理解し，解決の方法を発想できるように指導する。 

   ・自分の考えを検討して，改善するには，自分の観察の記録だけではなく，他者の観察の記録も 

参考にして，より科学的なものに変容させていくことが大切である。また，得た情報が問題を解 

決するために必要かどうか，比較したり，多面的に考えたりするといった考え方を働かせること 

も大切である。そのため，記録の整理の仕方を工夫して，互いの結果を比較しやすくするよう促 

したり，意見交換の場を設定したりして，児童が他者の考えや意見を受け入れ，様々な視点から 

自分の考えを柔軟に見直し，その妥当性を検討できるように指導する。 

・昆虫の体のつくりについて理解するには，複数の種類の昆虫の体のつくりを比較しながら調べ， 

差異点や共通点を基に，共通した特徴である成虫の頭，胸，腹といった部分に着目して，調べた 

ことを他者に正確に説明することが大切である。そのため，児童が予想や仮説を基に，複数の昆 

虫の体のつくりについて繰り返し観察したり，他者に説明したりする活動を取り入れ，昆虫の体 

のつくりについて理解を深めていくように指導する。 

   ・情報を，複数の視点で分析して，解釈するには，提示された情報をどの視点で分析して，解釈 

したらよいかを，的確に把握することが大切である。また，表に新たなものを位置付ける際には， 

差異点や共通点に着目することが必要となるため，比較するといった考え方を働かせることも大 

切である。そのため，情報を分析して解釈するために，複数の視点をもって比較し，差異点や共 

通点を見いだし，それらを基に分類できるように指導する。 

□２ ・器具の名称を確認し，それを使用する場面を設定すること，器具や機器などの操作にどのよう 

な意味があるのかを理解すること，そして，これらを踏まえ，定性と定量といった視点で物事を 

捉え，目的に応じた実験を行い，知識及び技能を高めながら問題を解決していくように指導する。 

・観察，実験などの後に結論を導きだすときに，予想と照らし合わせながら結果を捉えたり，自 

他の考えの比較を通して，自分の考えを見直したりしながら，多面的に考えるといった考え方を

働かせて考察を行い，問題を解決できるように指導する 

・児童同士が話し合う中で，比較の考え方を働かせながら，自分や他者の気付きを基に，差異点 

や共通点を捉え，新たな問題を見いだしていくような場面を設定することや，観察，実験などの 

方法を具体的に見通そうとすることを価値付けるように指導する。 

□３ ・習得した知識を，次の学習や生活などに生かすことができるように指導する。 

   ・実験の過程や得られた結果を適切に記録するために，問題を的確に把握し，何を記録する必要 

があるかについて判断できるように指導する。問題を解決するために必要な記録の内容を検討す 

る場面や，問題を解決するための記録ができているかを確かめる場面を設定するようにする。 

   ・予想したことが確かめられる方法になっているかを確認し，そうではない場合について，その 



要因を見いだし，より妥当な解決の方法を検討して改善できるように指導する。 

問題に対する予想や仮説を基に，解決の方法を発想し，観察，実験などを行った結果を事実とし

て分析して，解釈したことを，結論の根拠として表現できるように指導する。 

□４   ・観察，実験などの結果を分析して，解釈し，自分の考えをもつことができるようにするために， 

問題を把握することや，既習の内容や生活経験と関係付けることができるようにすることで，問 

題に正対した結論を導きだせるように指導する。 

   ・児童が問題に対して根拠のある予想や仮説を発想するだけではなく，自分の考えとは異なる他 

者の予想も捉え，予想が確かめられた場合に得られる実験の結果を見通して，解決の方法を発想 

し，観察，実験などを行うように指導する。 

・資料から結論を導きだすために必要な数量，変化の大きさなどの特徴を見つけ，自分の考えを 

もち，それを表現し他者と意見交換するように指導する。 

・習得した知識を，次の学習や生活などに生かすことができるようにすることや，科学的な言葉 

や概念を理解して説明できるように指導する。 

 

４ 質問紙調査の主な特徴（全国との比較） 

 質問紙調査は，実際の調査用紙が「この調査は，皆さんの学校や家での勉強や生活の様子について

尋ねるものです」という説明から始まるように，子どもたちの学習意欲・学習方法・学習環境・生活

の諸側面等に関する質問紙調査（例：国語への興味関心・授業内容の理解度・読書時間・家庭学習の

状況等）です。 

 子どもたちの更なる成長にいかすという観点で，石田小学校の質問紙調査の結果を分析しました。

本校において大切にしたいと考えるいくつかの項目を抜粋し，全国平均との比較を示します。詳しく

は 国 立 教 育 政 策 研 究 所 Ｈ Ｐ に も 「 令 和 ４ 年 度  全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 報 告 」

（https://www.nier.go.jp/22chousakekkahoukoku/）として掲載されていますので，こちらもご覧く

ださい。 

 なお，質問紙調査の分析は，全体的な概要を説明しているので【教科】のように○，◇等での区分

けはしていません。 

 

□挑戦心・達成感等 

 「自分には，よいところがあると思いますか」「自分でやると決めたことは，やり遂げるようにし

ていますか」「難しいことでも失敗を恐れないで挑戦していますか」という質問に，肯定的な回答を

している児童が，全国平均より 10ポイント以上高く，自己肯定感の高さが感じられる。また，「地域

や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある」「人の役に立つ人間になりたいと思いま

すか」「人が困っているときは，進んで助けようとしている」なども高く，自分の力を社会貢献へ繋

げていこうとする意欲が伝わってくる。 

 

□主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況 

 「課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでいる」「友達と話し合うとき，友達の話

や意見を最後まで聞くことができている」「自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか」

では肯定的な回答をしている児童の割合が高い。また，「あなたの学級では，学級生活をよりよくす

るために学級会で話し合い，互いの意見のよさを生かして解決方法を決めていますか」と，教科学習

以外の場面を問う質問に対しても，全国平均を大きく上回る結果となっている。『自分の考えを持ち，

友達の話や意見を最後まで聞き，自分の考えをさらに深め広げて考えることができる力，話し合った

ことを生かしていく力』が育ってきていることがうかがえる。 

 

□学習習慣・学習環境等 

 「家では自分で計画を立てて勉強をしていますか（学校の授業の予習や復習を含む）」について，

自学の取組の成果の現れなのか肯定的な回答が全国平均を上回っている。しかし，取組時間に着目し

てみると「「学校の授業時間以外に，普段（月～金），１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか。」

「土曜日や日曜日など学校が休みの日に，１日当たりどれくらいの時間，勉強をしますか。（学習塾

で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間，インターネットを活用して学ぶ時間も含

む）」」では学習塾等で３時間以上学習している児童がいる反面，２時間以下の児童の割合が大きく２

極化している。「総合的な学習の時間では，自分の課題を立てて情報を集め整理して，調べたことを

発表するなどの学習活動に取り組んでいますか。」では，９割近い児童が肯定的な回答をしている。 



 

□学級の取り組み 

「あなたの学級では，学級活動をよりよくするために学級会で話し合い，お互いの意見のよさを生

かして解決方法を決めていますか。」「学級活動における学級での話し合いを生かして，今，自分が努

力すべきことを決めて取り組んでいますか。」「道徳の授業では，自分の考えを深めたり，学級やグル

ープで話し合ったりする活動に取り組んでいますか。」では，それぞれ９割以上の児童が肯定的に捉え

ており，良好な学級が運営されていると考える。 

 

□ICT機器の活用 

「５年生までに受けた授業で，PC・タブレットなどの ICT機器を，どの程度使用しましたか。」では

【ほぼ毎日】と回答した児童が９割を占めており，「ICT機器を使うのは勉強に役立つと思いますか。」

の問いかけにも９割の児童が肯定的に思っている。しかし，「授業で，授業中に自分で調べる場面，意

見交換をする場面」では，全国平均を大きく下回っており，学校といて使用方法のさらなる研究が必

要だと感じる。 

 

５ 質問紙調査からの改善点 

児童質問紙に関しては概ね肯定的な回答が多く，良好な学校生活の様子を想像することができる。

しかし，昨年度から始まった一人一台端末活用による ICT 機器の活用では，調べ学習や問題演習だけ

でなく，コミュニケーションツールとしての活用や討議活動の場面でも活用できるよう【主体的・対

話的で深い学び】を念頭に，さらなる研究実践を積み重ね，児童に還元していきたい。また，2 年生

以上の児童は毎日端末の持ち帰りを行っており，ゲーム機やスマホとは異なる学習道具として日常的

に活用ができる状況を作り出している。普段使いを目的としているので，毎日活用することで技能・

能力を身に着けるとともに，情報モラルの定着も図りたい。さらに，家庭への情報発信ツールとして

も端末を活用できるような体制づくりを構築していきたい。 

家庭学習時間の偏りも注意してみていきたいところではあるが，学習内容の濃さを重視し，実のあ 

る学習になる課題の提供や自学に対する努力を尊重する声かけをこれからも全教職員で続けていき  

たい。 

  

６ 保護者・地域の皆様へ 

コロナ禍により，児童の生活の様子も様変わりしています。マスク生活，消毒作業，前向き給食，

毎日の健康観察等制限がある中での生活が当たり前です。ICT 機器の急速な普及もその一つです。そ

のような中で，児童は今の環境・状況に合わせながら，たくましく成長しています。これはひとえに

学校だけの力ではなく，保護者の方・地域の方の協力・連携があってのこと，特に学校行事の急変に

もご理解・ご協力を賜りますこと感謝しております。今回の『全国学力・学習状況調査』は６年生の

みの調査ですが，日々の教育活動の積み重ねが結果として現れますので改善点は６年生だけでなく，

他学年の児童を指導するときにも【押さえるべきポイント】として、分析結果を重視しながら，石田

小全教職員で取り組んでいきます。 

  これからも，保護者の方・地域の方のご理解・ご協力をお願いいたします。 


